









































昭和29年 4月 邑久町外1カ村組合立邑久中学校 教諭
昭和33年 4月 赤磐耶赤坂町立石相小学校 教諭

















平成9年2月～ 5月 ∬CA (国際協力事業団)の委託を受けてフイリッピン大学
理数科教師訓練センターで ｢算数 ･数学教育｣の講義


























































































































































































































































































































































































T 96÷32は今まで勉強 した式 とちが
うね｡





































C 賛成です｡ 32×3で答えが 96にな
ったら3が正 しいです｡



































































































































































































































































































































































岡山大学算数数学教育学会 十周年記念 授業公開 講演会
















































































平成 15年 11月11日 (火)第3限 lC教室 指尊者 木村 善生
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′励 精 灯 紺 にur歩 く.一 '




































日 時 平成15年 11月 10日
会 場 岡山県立岡山南高等学校
授業者 贋谷 英治











(2)学習課題を知る.3 調べたことを発表する4 平方完成 利用し Y1=x2-ZH◆E
N;n;TYILJn -
㍑=o y:S 答 H:.開聞聞き Y=ヽ
えを発表し,同時に平方完成で課題を解決した人,グラフ電卓を使つ
た人にそれぞれ全体の1/4,1/3程度であった.
｢aを変化させたときのyの最 . 一冊 片岩 ∃
I小値の最大値を求める｣という学 ,'1習課題に取り組む.具体的にはa .l'.-J r





a l l l 2 1 3141 5 l l





グループ F I J 2 13 14 1 5 16 1
































































4.指導講評 (岡山県教育庁指導課指導主事 梅田 和男 先生)
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まず,この会が10周年を迎えたということでお喜び申し上げます.今後とも有意義な活動を
すすめられることを期待します.学力向上推進事業では,いままでの取り組みを振りかえって,
新しい視点をつくっていっています,いま求められている力は,問題発見の力,論理的に考える
力,相手にわかるように説明する表現力が大切になっています.高等学校の授業は一方的になり
がちですが,本授業は生徒がまず考えようというスタイルがありよかったと思います.グループ
学習のスタイルにしても,教材の性質上,適切であったと思います.気になったところが一つあ
りましたが,最初の課題の提案で,a-1,2- と変化させて,最小値を調べるという提案で
よいのかということです,まずはじめに,問悟の関数の最小値,最大値があるのかどうなのか,
その上でa-1,2- と変化させて調べたらどうかということに生徒が気づくという流れがつ
くれないかどうかと思いました.生徒の気づきが前面に出るという視点は,これからの授業づく
りに配慮していただければと思います.また,評価に関しては,当初計画していた評価基準を見
る場面をつくるということはなかなか難しいことでして,評価をするには,きちんとその場を作
るような計画がなければならないでしょう.ありがとうございました.
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